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風邪、気管支
炎、肺炎、喘息
（ぜんそく）など
の呼吸器疾患
やアレルギー性
鼻炎、花粉症と
いったアレルギー性疾患の治療を中心に、肺がんの
セカンドオピニオン、禁煙外来（保険診療）まで、きめ
細かく診療しています。2013年7月1日に移転しました。

「呼気一酸化窒素濃度の測定」 白石内科クリニック 干野 英明 院長

─呼気中の一酸化窒素濃度から
どのようなことが分かりますか。
　1990年代以降の研究により、ぜ

んそくなどの患者さんは呼気中の

一酸化窒素（NO）濃度が高くなるこ

とが明らかになりました。一般に呼

気NOは喀痰（かくたん）中の好酸

球数と相関することから、好酸球性

の気道炎症の程度を測定できるバ

イオマーカーとなっています。実際

イド薬による治療が開始されます。

肺気腫や慢性気管支炎といった慢

性閉塞（へいそく）性肺疾患

(COPD)ではNO値は上昇しない傾

向があるので、咳ぜんそくやぜんそ

くとの鑑別にも役立ちます。また、ぜ

んそくで治療中の患者さんにおいて

は、現在の治療薬でコントロールで

きているかどうかの目安になります。

─呼気一酸化窒素濃度の測定検
査について教えてください。
　測定は一度だけではなく、時々

行って値の経過を見ていくことが

大切です。例えば、吸入ステロイド

薬を続けて、ぜんそくのコントロー

ルがついてくると、NO値は下がっ

てきます。一般的には、正常値は

25ppb（1ppbは10億分の1）以下と

なっています。

　咳ぜんそくでは25～50ppbのこ

とが多く、50 ppb以上ではぜんそ

くが強く疑われます。しかし、この

検査も万能ではなく、咳ぜんそく

やぜんそくでも高値にならないこ

とがあります。反対に、ぜんそくで

なくても高値になることもあります。

例えば、アレルギー性鼻炎やアト

ピーを合併していると高値になり

ます。また、レタスやホウレンソウ

などアルギニンを多く含む食事を

取ると高くなります。一方で、習慣

的な喫煙や運動後では低めになり

ます。カフェイン、アルコールの摂

取により低下することもあります。

このように測定時には影響を及ぼ

す因子を考慮する必要があります

が、息を吹き込むだけの苦痛のな

い検査で、咳ぜんそくなどのアレ

ルギー性の炎症の程度を簡単に

把握できるので、非常に有用な検

査といえます。

の測定方法は、機械に一定のスピー

ドで息を吹き込むとNO値が表示さ

れます。値が高いほどアレルギー性

の炎症が強いことを表します。

　長引く咳（せき）での受診時、単

にかぜに伴う咳なのか、咳ぜんそく

の可能性が高いかどうかの診断に

役立ちます。咳ぜんそくはぜんそく

の前段階の状態であり、アレルギー

性の気道炎症が起きています。咳

ぜんそくが疑われれば、吸入ステロ
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